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１. はじめに 

 昨今，３Ｄプリンタが非常に注目を浴びている。当

センターでもＨ25年度より「３Ｄプリンタ活用技術研

究会」を設立し，研究会活動を実施している。Ｈ26年

度も引き続き講演会や会員企業による試作トライアル

を実施したので，その結果を紹介する。 

 

２．目的 

本研究会では，県内企業に各種３Ｄプリンタの基本

的な特徴から，最新の技術動向などの情報提供を行い，

３Ｄプリンタに関する理解を深めることを目的とする。

さらに，研究会参加企業から提案を受けながら行う試

作造形を通して，３Ｄプリンタの活用方法について検

討する。 

 

３．研究会内容 

 研究会では，講演や実演デモを計３回開催した。ま

た，昨年度に引き続き，会員企業による試作トライア

ルを実施した。開催概要は以下のとおりである。 

 

○第 1回（8月 7日） 

・講演  「３次元 CAD「Design Spark Mechanical」

のご紹介」 

○第 2回（11月 27日） 

・講演 「３Ｄプリンタ各メーカの特徴紹介」 

「３Ｄプリンタを活用したものづくり」 

○第 3回（3月 13日） 

・活動報告「３Ｄプリンタ研究会活動報告」 

 

3.1 講演会 

３Ｄプリンタを利用するためには，造形の元となる

三次元モデルが必要で，モデルの作成方法の１つとし

て３次元ＣＡＤがある。しかし，既存の３次元ＣＡＤ

は高価な製品も多く，ソフトを所有していない会員企

業も多い。そこで，第１回研究会ではアールエスコン

ポーネンツ株式会社にご協力いただき，無料で利用可

能な３次元ＣＡＤ「Design Spark Mechanical」につい

てデモを交えながらご講演頂いた（図１）。また，３

Ｄプリンタは多くのメーカから様々な造形方式の装置

が販売されており，利用するユーザは要求仕様を満足

する装置を選択する必要がある。そこで第２回研究会

では樹脂材と金属材の大手３Ｄプリンタメーカの装置

を扱う３Ｄものづくり普及促進会（株式会社立花エレ

テック），丸紅情報システムズ株式会社，株式会社セイ

コーアイ・インフォテック，株式会社ＮＴＴデータエ

ンジニアリングシステムズにご協力頂き，各種３Ｄプ

リンタの特徴についてサンプル展示と併せてご紹介頂

いた（図２）。さらに，講演終了後に工業技術センター

の設備見学として，三次元モデル作成にも利用可能な

３次元デジタイザ等の紹介を行った（図３）。 

 

図 1 講演の様子 

 

図２ 各種３Ｄプリンタのサンプル見学 

 

図３ 設備見学（３次元デジタイザ） 

 

3.2  当センターでの活動紹介 

当センターでは図４に示す簡易造型装置を平成 25

年度に購入し，引張強度試験や，接触式三次元測定機

による造形品の寸法精度試験を実施してきた。簡易造

型装置の主な仕様は表１に示す。本年度も造形の基本

的な評価として，造形時の配置やモデル内部条件をパ

ラメータとし三点曲げ強度試験を実施した。造形時の

配置条件を図５に，モデル内部条件を図６に示す。ま

た，現物から三次元モデル作成する技術として，表２

に示す２種類の非接触測定装置を用いた精度評価試験

を行った。 

表１ 簡易造型装置の主な仕様 

 

図４ 簡易造型装置外観 

 

項目 仕様 

造形方式 
熱溶解積層 

（ＦＤＭ） 

造形材料 ＡＢＳ樹脂 

最大造形 

サイズ 

140mm×140mm 

×130mm 

積層 

ピッチ 

0.15mm～0.40mm 

（6種類） 
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図５ モデル配置条件    図６ モデル内部条件  

表２ 非接触測定機仕様 

機種名 Sense VMC6646Mpls 

測定方式 非接触 
 

接触・非接触 
 

非接触 
レーザ式 

（Class1） 

レーザ式 

（Class2） 

測定範囲 
3000×3000

×3000[mm] 

3500×3500

×3360[mm] 

測定誤差 記載なし ±0.07[mm] 

 

【試験結果】 

 造形時の配置やモデル内部条件をパラメータとした

際の三点曲げ強度試験結果を表３に示す。造形時の配

置をパラメータとした No.1～4では，造形時の配置（図

５を参照）を条件③とした場合に曲げ強さ，曲げ弾性

率ともに他と比較して大きくなっていることを確認し

た。次に配置を条件①に固定し，モデル内部条件をパ

ラメータとした No.1と No5～7から，隙間が少なくな

るにつれ実際の断面積が大きくなるため曲げ強さの値

も大きくなることを確認した。 

   表３ 造形条件による三点曲げ強度試験結果 

No. 
積層ピッチ 

[mm] 
品質 内部 配置 

曲げ強さ 

[MPa] 

曲げ弾性率 

[MPa] 

1 

0.15 Fine 

Solid 

① 33.5 1,081 

2 ② 31.2 1,517 

3 ③ 47.6 1,759 

4 ④ 32.9 1,289 

5 Loose ① 28.4 920 

6 Hollow ① 27.3 890 

7 Big hole ① 26.6 949 

 

次に，非接触測定機によるスキャンの精度試験結果

を図７に示す。図７では，それぞれの非接触測定装置

で取得したスキャンデータと設計データ（三次元ＣＡ

Ｄ）を重ね合わせ，設計データとの偏差をコンター図

で表現したものである。コンターの色が緑の部分は設

計値に近く，赤は設計値より大きく，青は設計値より

小さく計測されたことを表している。２つの結果から，

簡易的な測定機である「Sense」は赤い箇所が多く，エ

ッジ部も丸まっており，「VMC6646Mpls」の取得データ

は，全体的に設計データに近く精度のよい測定が可能

であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

図７ 精度試験結果（左：Sense，右：VMC6646Mpls） 

 

3.3  会員企業からの試作提案 

研究会会員企業を対象に簡易造型装置による試作案

件の募集を実施し，計１７件の試作を実施した。試作

内容は，開発品の試作や型製作など，企業毎に様々で

あり，試作後には内部に基板を実装して干渉や操作性

の評価を行うなど，３Ｄプリンタを利用した効果を得

ることができた。試作結果の報告会の様子を図８に，

試作トライアル造形品を図９に示す。 

 
図８ 報告会の様子 

 

図９ 試作トライアル造形品 

 

４．まとめ 

 ３Ｄプリンタ業界の各種情報から，三次元ＣＡＤや

三次元デジタイザなどの関連技術まで幅広く情報提供

を行った。また，計 17社の会員企業に試作トライアル

を実施頂き，各社の製品開発など様々な用途での３Ｄ

プリンタ利用の効果を得た。 
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